
西の京丘陵で発見された平安時代初頭の墓

調査の概要 平城京の東 西南北の端には､それ
きJ:うご<おおじ

ぞれ京極大路があり平城京内外を区画 しています｡
にし～上うL-:ヽ

調査地は京 の西端 を限る西京極大路 に近い位置に

あた ります｡この地は起伏に富 んだ西の京 ｢了.陵 ヒ

のため､条坊道路 と宅地は部分的 にしかなかった

と考えられています｡
ほった い JL.故 Tbの El.たて

調査の結 果､奈良時代 の掘立柁建物20枚､掘立
ばしらノヾい
柱塀 7条､と平安時代初めの墓 5兵 などが見つか

りました｡

建物群は､丘陵の上面 の平坦地と丘陵南側斜面
ひなだん
を雛壇のように成形 した平坦地に築かれていますO

建物の面積は約9rri(約 3坪)～約4011了(約 12坪)

あり､いずれも中小規模 で､平城京内で はよく見

られ るものですO これ ら建物群は人 きく3回ほど

建て替えられています｡

葛は､いずれも丘陵の南斜面側にあり､細かくみ
l､.ノ･･ん

ると 3群に分かれて分布 していますo並んだ木棺
IS bヽ ひつ If
墓 3基 と､単独で木棺墓 と木権益が 1基ずつあり

ます｡墓の深さは0.15-0.6mあ りますが､墓の
i)r)ユー

上面は削られて失われてお り､蓋の上の盛上は確 認

できませんでした｡墓は建物群が廃絶後の平安時

代初め頃に築かれたと考えられます｡

調査位置図 1/10,000

奈良市六条西
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木相葉は､遺体を納めた小の梢をその まま埋め

る と葬 の ･種です(今回検 山したものは遺体を北

枕で埋葬 したと考えられます いずれの墓も､遺

骨は残 っていませんでしたが､木棺を留めた釘が
1'/,{lJJ/い.I_

出土しています また少蛍の副葬品 (神功開賛 1

枚､帯金具 l点､不明銅製品 L鳥)が.Llr.土 した豪

もありますが､他は副葬品は出 r･.しませんでした｡

本楯墓は 1度別の場所で追体を骨にした後､木

牌に遺骨を納めて埋葬 したと考 えられますn木横

内に遺骨は残っていませんでしたが､副葬品の須

恵裾と l･.師器の市が 1つずつあ り､壷のLLIにはな

にも入 っていませんで したO これまでの発掘調査

例から､火葬した遺骨を納めたと考えられます

今 回の調査での成果は､西 の京 丘陵 Lで墓 を

確認し､それが遷都後とはいえ平城京域 内に築か

れていたことです 平城京 内には裏を築 くことが

法律で禁 じられてお り､天皇や責族は京外 に埋葬

されていました 人l｣がおよそ 目)万人と推Jj上され

る平城京 ですが､墓 の発脈例 は数少なく今 Iq‖ま

貴市こな例 となります.宅地の居住者と墓 の被葬者

との関係など不明な点も多く､今後の検討が必要

です
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平城 古くと墓
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木橋基 木植墓について少 し詳 しく見ましょう

長さ約70cm､幅約36cmの木橋に遺骨を納め､長

さ約1.5m､幅約0.7m､深さ約0.5mの墓穴に埋

めます｡埋める際に木炭を木借の底に敷き､周岡

にも木炭を詰めていますCこの木炭の役目はよく

わか りませんが､当時の盛によく使われています

木橋は釘留めのようで､鉄釘が数本出上 しました

この墓とよく似た構造の墓が平城京の東の山中､
こ の せ

現在 の奈良市此瀬町で見つかっています｡古事記
おおの や す ま ろ

の撰 者､大安寓 侶 の真 です ｡ この 墓 は長 さ約

66cm､幅約37cmの木権に火葬骨を納め､長さ約

f川大槻色f樹 iYI-J火色 FI.,? 赤鮎也IVl

1.(itll､怖約1.8Tll､深さ約1.G111の東穴に埋めま

す 岬める際に木椴の底と周 囲に木炭を詰め､ さ

らに木順 卜面も炭で覆います｡木機 内には骨liliと

副葬品の真珠があ り､さらに本欄 の底板 と炭との

間/JlthJ克誌 (死者の名 前や経歴などを記したもの)
が出 L.し､太安寓l P . の 墓 と判明しましたL.

両者を比べますと､本橋 の大きさや木牌を炭で

覆う点が似 ている ･方､大安商偶発 の方が墓穴の
規模が大きいこと､墓誌 を持つ ことな どの差が見

られ ます 太安戯侶は17g位の高級貴族であること

がそU)BJl由かもしれません,,
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大安寓偶墓実測図 L20
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